欧米の文明モデルはもうやめてくれ　
まず、最初に、「欧米の文明モデルはもうやめてくれ」でございますけれども、これは、最近、中谷巌さんという方が『資本主義はなぜ自壊したのか』(集英社、２００８年)というすばらしい本を書かれた。私は鳩山先生のところにそれを真っ先にお届けしたのですけれども、実はこの本が出るまでにはいろいろいわく因縁がございました。その本が出ましたのは昨年の１２月のことですけれども、その半年前の６月に、私は多摩大学ルネッサンスセンターというところに呼ばれまして、講演を頼まれました。講演が始まりましたら、中谷先生が僕の前に座っておられたんです。僕は講演を頼まれたにもかかわらず、「市場原理主義を推し進めた先生方が日本をだめにされたのではないでしょうか」と申し上げたんです。大変失礼なことを申し上げた。
そうしたら、中谷先生もまじめに反論してくださいまして、１００人くらい学生さんがいらっしゃる前で２人の意見交換が始まった。最後に、中谷先生は、日本経済新聞に書いた記事を持ってこられました。それは、「市場原理主義は、それでも最高の経済理論である」と書いた記事でございました。それを学生にも配られて、「これが論破できなければだめだよ」とおっしゃった。

　それで、僕はわかりましたと言いまして、拝読したんです。正直言って、書いてあることは心を打つ内容ではありませんでした。そのときに、私のような経済に対して、全く無知の者が言っていることに対して、中谷先生が熱心に聞いてくださった。「ちょっといつもの先生とはちがうな」と思った。そうしたら、１２月に懺悔の書というのが出たわけです。この本は実は１５万部近くももう売れすごいベストセラーになったわけです。私の本はたった１万部も売れれば上出来なんですけれど、そのご本の中に私の『蛇と十字架』をいっぱい引用してくださったおかげで、絶版になっていた本も復刊することができました。

　その後、対談（「原子力文化」　５月号、２００９年）もさせていただいたんです。そうしたら、中谷先生は「市場原理主義では、どうも日本はやっていけないことをずいぶん前から感じていた。しかし、最後の肩を押したのはあなただった」とおっしゃいました。対談のときに、「先生がなぜ市場原理主義のとりこになられたんですか」と質問したら、「それはハーバード大学に留学されたたことが契機だった」と述べられました。アメリカに留学されて、何とすばらしいところか。これこそ未来の日本だとそこで刷り込まれた。その刷り込みを持ってきて、日本の経済、構造改革をやった。それがあの構造改革だったと先生は私におっしゃいました。

　しかし、「構造改革なくして成長なし」というのは、私たち庶民にはよくわからない。しかし、ハーバード大学を出て学位を取った偉い先生が言われれば、庶民はついていくしかない。だから、庶民を誤った方向へ導くのか、それとも正しい方向へ導いて、日本を繁栄に導くかどうかというのはやっぱりここにかかっているということです。そのリーダーが誤れば、日本は沈没していく。

　そのために、私たちは市場原理主義というのをもう一度、冷静に見直してみる必要がある。そうすると構造改革というのは、一神教の文明が多神教の文明を支配する過程で会ったことが見えてきたのです。市場原理主義というのは、もうけるためだったら何をしても構わないという理論です。ですから、金もうけのためだったら、何百、何千万の命が失われようと、資本主義社会を維持するためだったら、そんなこと知ったことではないという理論ですから、そんな社会がある限り、地球環境問題が解決されるはずはないわけです。

　私の弟子の金子晋右（しんすけ）君『文明の衝突と地球環境問題』（論創社　２００８年）が市場原理主義はいつ始まったかということを一生懸命勉強しました。そうしたら、今までは、神の手、アダム・スミスから始まったとみんな言っていた。そうじゃなくて、実はその始まりは、マルサスが『人口論』というのを書いた時から始まったと彼は指摘した。イギリスには当時、貧しい人を助ける救貧法という法律があった。ところが、マルサスは敬虔なキリスト教徒だった。キリスト教の神のもとでは、貧富の差別があるのは当然のことだった。差別化は一神教の原罪だった。なぜなら、自分たちが信ずる神だけが唯一絶対だと信じるそのこと自体が差別化を内包しなければ起こり得ない発想だからである。マルサスは貧しい人間は神の罰を受けて貧しい、神の命に背いたから貧しいと考えた。だから、救貧法なんてなくてもいいと言って救貧法を改悪した。このために、イギリスのスラムが悲惨な状態になって、その窮状からエンゲルスやマルクスが、社会主義革命を引き起こした。こういう理論を彼は提示した。

　市場原理主義の中には一神教的な世界の背景がある。神があって、人間があって、自然があるという、この縦系列の自然支配の概念と差別化を容認する心がある。その世界を容認した経済理論が市場原理主義で、その市場原理主義によって日本が支配されるということは、差別化を容認する一神教の世界観が、自然の存在が人間以上に崇高であり、自然は時には神でさえあり、生きとし生けるものの命は平等だという平等主義に立脚した多神教の世界を支配する始まりではないかと思ったのでございます。

　それを防御するためにはどうしたらいいか。それは日本人というのは何者であるかということを正しく認識するということから始めなければならないということに気づいたのです。
日本列島あっての日本人

日本人とは何者か。実は日本人というのは、縄文時代にその根幹が形成されていた。１万６,５００年ぐらい前に既に縄文時代というのは始まっているわけですけれども、その時代に既に縄文土器というのは、北は国後、南は、沖縄、東は大八丈島、西は対馬に至るまで、今の日本の国土に到達する範囲に分布しているんです。これは大変なことです。１万年以上前に、縄文土器が北から南まで今日の日本の領土に分布しているのです。

　日本人のＤＮＡを研究した崎谷満先生『日本人の起源』（昭和堂、２００８年）は、日本人というのは、ＤＮＡのバリエーションが最も高い民族で、日本人の中には、旧石器時代のＤＮＡを持った人もいるし、縄文のＤＮＡはもちろん、弥生、古墳、その他、歴史時代のＤＮＡを持った人もいることを明らかにされた。

　ところが、中国のあれだけの人口がいても、ＤＮＡのバリエーションという意味では、漢民族のＤＮＡが大半であって、残りは、周辺に少数民族のＤＮＡが点々とあるだけである。だから、ＤＮＡのバリエーションというのは、日本民族というのは、こんな小さな島に住んでいるにもかかわらず、非常に連続性と多様性が高い民族だと結論づけておられるわけです。

　それは、この島に逃れてきたら、大量殺りくがないということです。日本は小さな島国に住んで、お互いがお互いを助け合いながら、そしていたわり合いながら、ずっと大量殺りくを、皆殺しをすることなく生き残ってきた民族であるということが言えるわけです。

　日本人というのは、この小さな島国、日本列島に住んで、そして、日本食を食べて、日本語を話せば日本人になれるんです。ダルビッシュさんは日本人だと思っている人が多い。なぜ日本人と思っているか。それは、日本語をしゃべって、そして、日本食を食べて、日本に１０年住んだら、もう日本人になれるんです。それが我々日本民族の多様性なのです。

　ユダヤ民族はそうではありません。ユダヤ人になるためにはユダヤの血を持っていなければ、ユダヤ人にはなれないんです。幾らイスラエルに１００年住んでも、我々は決してユダヤ人になれない。でも、日本列島に１０年、２０年住んで、日本食を食べて、日本語をしゃべれば、いつの間にか日本人になっている。それが日本人の大きな特色なんです。

　ですから、少子化でいろいろ騒がれていますけれども、どんどん国際結婚を進めたらどうかと思うのです。ここにはほとんど女性の方はいらっしゃいませんけれども、日本の女性は世界一です。日本の女性と結婚したい男性がいっぱいいるんですから。お母さんが日本人だったら、日本食を食べて日本語をしゃべりますから、日本人になるんです。どんどんと国際結婚を進める。日本の未来というのは、日本の若い女性がどう外国人と結婚していくかということが大変大きな要因になると私は思っております。

　話がそれましたが、日本人は既に縄文時代に形成されていた。日本人の右足は縄文、左足は実は弥生時代以降の稲作漁撈。これによって我々は成り立っている。そして、その縄文文化の伝統と稲作漁撈文化の伝統を持って、日本列島に住んで、米を食べて、魚を食べて、日本語を話していたら、いつの間にかみんな日本人なっている。これが日本人の極めて大きな特色であり、国際社会に生き残れる強みなのです。

生命を生み出す女性中心の社会

　縄文時代の日本人の特色と申しますと、縄文時代というのは、まず、戦争のない時代です。平和な時代です。人を殺す武器がないです。１万年間続いたのに、人殺しの武器というのはなかった。これは全く世界史の歴史の中では希有な時代です。集団どうしが殺し合うということがなかった時代です。そして、彼らが一番大事にしたのは命です。生命が誕生し、そして、成長し、死ぬ。この生命の誕生と死、命というものがこの人生の中で最も大事なものだった。そして、この地球上にある命というものは、生きとし生けるものの命はみんな平等だった。人間の命が一番大きくて、虫けらの命が小さいんじゃない。虫けらの命も木の命も、すべての命が平等。そして、その命は生まれて成長し、死ぬ。永劫の再生と循環を繰り返す。

　そして、その命を生み出す女性、これが極めて重要な役割を果たしました。例えば縄文時代の土偶というのは９９％、いや、もう１００％、実は女性なんです。しかも妊婦です。子供を産もうとする女性。だから、縄文時代の社会というのは女性中心の社会なんです。
　その後、３,０００年前に、お米を携えた人がやってまいります。実はこのお米を携えた人が稲作を持って日本にやってくるんですけど、この人々は何で日本にやってきたかというと、３,０００年前に大きな気候変動があって、民族の大移動が東アジアで起こるんです。そして、西のほうから、今の漢民族のご先祖になる人々が大挙して東のほうへ侵略してくるんです。それでお米をつくっていた長江流域に住んでいた人々がみんな追われて、一部が東南アジアへ行ったり、一部が台湾へ行ったり、そして、一部がボートピープルになって日本へやってきてお米をもたらしたんです。

　最近のＤＮＡの研究では、西のほうからどんどんとやってきた人々は「畑作牧畜民」と私が言っているパンを食べて、肉を食べる。羊やヤギを飼う人々です。それらは漢民族のご先祖になる人々でもありなすが、彼らはミトコンドリアＤＮＡの中でＭ８ａという特異なＤＮＡを持っている人でした（篠田謙一『日本人になった祖先たち』ＮＨＫブックス、２００７年）。ところが、それから追い出された周辺の人々は、そのＭ８ａというＤＮＡをほとんど持っていないんです。だから、我々と漢民族とは実はＤＮＡが違うんです。ＤＮＡが違うから、心が違うかどうかはまだわかりません。これはミッシングリンクですけれども、しかし、漢民族は我々とは思いもつかないような行動をしたり、もっと優秀な人もたくさんいますね。だから、そこには何かＤＮＡの違いが関係しているのかもしれません。

　ところが、我々であるとか、アイヌの人々、あるいは雲南省や貴州省の多くの少数民族、そして、台湾のパイワン族やルカイ族などの少数民族、東南アジアへ逃げていったクメール族など、みんなＭ８ａのミトコンドリアＤＮＡをもっていないんです。そして、この社会というのはみんな女性中心の社会なんです。

　私たちは今、カンボジアで発掘をしているんです。クメール文明の遺跡を発掘しているのですが、ヘルメットをかぶって兵隊の肩章をつけ青銅の剣を持った人骨がたくさん出てきました。人骨を松下孝幸先生人が調べたら、「先生、これは女性の可能性がありますよ」と言うんです。つまり、お米を食べて、魚を食べる稲作漁撈社会には女性の兵士がいた可能性が高いのです。実は沖縄にも昔は女性の兵士がいたんです。戦争のときには、真っ先に女性が戦ったんです。

　今、我々は男社会と思っていますけれども、実はほんとうは皆さんの財布は奥様が握っておられる。ヨーロッパでは、財布のひもはご主人が握っておる。漢民族も完全な男社会なんです。我々にとっては、母というのは偉大だと思う。命を生み出す母は偉大だ。漢民族にとっては、母というのは必ずしも偉大でも何でもないんです。一番偉大なのは父の系統、男なんです。漢民族は男社会です。アングロサクソンも男社会です。だから、レディーファーストというのがあるわけです。
　日本列島に逃げてきた人も、縄文時代から住んでいた人も実は非常によく似た世界観を持っていたんです。ともに生きとし生けるものの生命を大切にし、女性中心の社会だった。

森里海の連環と「利他の心」・「慈悲の心」　
稲作が伝播することによって、追加された新しい世界観は、森・里・海の水の循環系をきちんと守らなければ、この世界では生きていけないということが、稲作漁撈社会の基本思想になってつけ加わった。お米をつくるためには水が要る。水を守るためには、山に森がなければいけない。そして、その森が川から流れてきて水田を潤す。水田の中には、ゲンゴロウや、フナや、ヤゴや、あるいは水生植物に至るまで生物の多様性が維持されている。その水が海へ流れていって、そして、プランクトンを養成して魚を育てる。その魚をたんぱく質として食べる。我々は、羊やヤギは食べないんです。漢民族周辺の民族はもともとは、人間は生きるためにはたんぱく質を食なきゃいけませんけれども、我々は、本来は羊とヤギは食べないんです。そして、魚をたんぱく質として食べるということが大きな特色。稲作漁撈民はヒツジやヤギの肉を食べるのではなく、主たるたんぱく質を魚介類から摂取した。
　魚を食べようと思ったら、川に水が流れていないといけない。川に水が流れているためには、山に森を守らなきゃいけない。ということは、川に水が流れている限り、我々はこの大地で営々と生き続けることができるわけです。水田というのは、肥料がなくても、川に水さえ流れていれば、連作が可能でございます。ですから、森・里・海の森の循環系さえきちんと守っておれば、この大地で少なくとも生き続けることができる。
ですから、我々は、山を見たら、山に神様がいる。富士山というのは神がいる山ですね。山というのは神がいるのだと思う。なぜ思うか。それは、あるいは太陽が登ってくる。太陽は東の空から登ってくるわけですが、これは東の空から生まれて、西の空へ死ぬんです。この永劫の再生と循環を繰り返しているわけです。
我々はなぜ山を神々しいかと思うかというと、これは稲作漁撈民の大きな哲学なんですけれども、山というのは大地と天をつなぐ岩の架け橋なんです。だから、稲作漁撈民は天地の結合の中に豊穣を祈ったと、こういうように我々は言っております。

　福島県の会津磐梯山というのがあります。磐梯というのは岩のはしごと書きます。つまり、我々は、山というのは、神がいるのだと思うのはどうしてか。それは、そこから水が流れてくるからです。だから、柱が大事なんです。何で我々は柱を崇拝するのか。それは、柱というのは天地を結合しているわけです。天地の結合の中に豊穣を祈る。これが稲作漁撈民の大きな特色です。

　そして、水田に水を引いてきます。自分の水田に水を引いてくるでしょう。自分の水田にやってきた水を全部使ってしまったら、他人が困りますから、稲作漁撈社会では、自分のところに入ってきた水は、自分の水であるけど、自分の水じゃないんです。絶えずきれいにして他人に返さなきゃいけない。だから、ここでは、自分が幸せに生きようと思ったら、絶えず他者の幸せを考えなければ生きていけないんです。ですから、当然「利他の心」。仏教用語でいいますと利他、他者の幸せを考える心、他者の幸せを慈しむ心、「慈悲の心」というのが生まれる。これが稲作漁撈民の大きな哲学を形成しているわけです。

　ですから、先ほど鳩山先生がおっしゃった、最澄さんが天台本覚論の根幹に据えた「山川草木国土悉皆成仏」というような考え方、山や川や草木、国土に至るまでみんな仏だと。山や川や草木、国土がみんな、命が平等なんです。そして、その命とともに暮らしていくということ。命に囲まれて、人間だけの命じゃない、家畜だけの命じゃない、それ以外の生きとし生けるものの命とともに、この美しい大地で営々と暮らしていくということ。それが稲作漁撈民にとっては最高の幸せなんです。

産業革命と勤勉革命

　それから、もう１つ、稲作漁撈民は働く喜びというのを知ったんです。例えば棚田というのは、ほうっておいたら使い物にならない急傾斜地です。その急傾斜のところへ自分のエネルギーを投入して、これはおじいさんの水田です。これはお父さん、これは私ですと、営々とみずからのエネルギーを大地に投入して、本来、不毛の大地を豊かな大地に変える。それが稲作漁撈民の喜びなんです。

　スウエーデン国王のカール・グスタフ１６世は、毎年世界の一流の研究者を集められてロイヤルコロキアムを開催されております。私も招待されたときに、日本の天皇陛下は皇居でお田植えをされ、稲刈りもされているという話をもうしあげたら、驚いておられるわけです。西洋の国王は、おいしいものを食べて、政治をやって、ダンスをしている。それがリーダーたる者の職務であって、天皇陛下がみずからお田植えをなさって労働をされることの意味がただちにはご理解いただけなかった。畑作牧畜民にとっては、羊を放牧して、羊が草を食って丸々太った。その間、昼寝をしているわけです。彼らはできるだけ働きたくないんです。だから、金融資本主義なんか出てくるんです。投資で、できるだけ楽をして金をもうけようというのが畑作牧畜民の発想です。

　ところが、我々は、給料が安くてもいいんです。生きていくだけの給料があって、働ければいいんです。働く場所がなくなるということのほうが稲作漁撈民にとってはつらいんです。どんなに無理してでも、毎日毎日、働ける。それが稲作漁撈民の実は本当の喜びなんです。

　こういう稲作漁撈民の労働観に対して速水融先生は産業革命にたいして勤勉革命と名付けられました。畑作牧畜民の産業革命にたいして稲作漁撈民は勤勉革命をおこなった。

日本人の右足は縄文・左足は稲作漁撈

　このように日本人は右足を縄文、左足を稲作漁撈にして立っている。これこそが日本人の両方の足でしょう。それに立脚して、我々は立っている。これなくして、日本の未来はあり得ないと言うんですけれども、だれも注目しなかった。しかし、今までだれもそれに注目してこなかった。唯一、鳩山大臣だけが私の意見を読んでくださって、あとは、だれも注目しない。

　しかし、２００８年の経済破綻によってとんでもないことが起きた。我々は、今まではアメリカで刷り込まれた文明を日本に導入して、アメリカ人の心で日本の地域再生をしようとしてきた。しかし、ひょっとしたらそれはいい面もあったが間違いもあったのではないか。日本の地域、地方には豊かな風土、そして、豊かな歴史、豊かな伝統文化がある。それをもう一度再発見し、未来を生き抜く力にする。日本列島の豊かな風土と歴史と伝統文化、これを忘れては日本人は活力が生まれてこないのではないか。これに立脚した新しい未来の文明をこれから創造するひつようがあるのではないか。今まではアメリカ、ヨーロッパのまねばかりしてきたわけですけれども、もうそれはやめたい。欧米の文明モデルではなくて、日本人独自の文明モデルをこれから形成する。こういう時代になったのではないでしょうか。

　鳩山大臣はもう１０年以上も前から、私の本を読んでくださって、「おまえのことはおもしろい」と言ってくださったんですけれども、初めてこういう場所で、皆さん１００人近い人の前で講演させていただくというのは、時代も変わったということです。

生命を見つめた縄文人
　それでは、先ほどから述べてまいりましたように、本日のキーワードは生命、そして、女性・循環・水、この４つです。いかに縄文人が生命、命を大事にしたか見てください。　図１は北海道の南茅部遺跡というところから出た６,０００年前の子供の足型なんです。私はこれを見たときに、体の震えがとまらなかった。この大きさ、これぐらいです。ほんとうに生まれたばかりの子供の足跡。それを土の上に押しつけて、そして、焼いているわけです。ところが、よく見ると、足の裏全体が写っているわけです。しかも指だけが強く写っている。これは何か。死んだ子供の足型です。指は死後硬直している。縄文時代というのは、子供が早く死ぬ。あるいは死産もあるでしょう。あるいは子供が１歳、２歳になっても死ぬ確率が高かった。その親にとって一番悲しいことは、自分よりも先に子供が死ぬということです。ですから、死んだ子供の足型をとって、ペンダントや、あるいは壁かけにして、大事に形見として持っているんです。そして、これがどこから出てきたか。大人の墓から出てきたんです。だから、これは子供の形見として、ちゃんと一生大事に持って、自分が死んだときに、墓に持って埋葬されてたんですね。そういう世界がもう６,０００年前にあるんです。

　そして、縄文というのは、土偶の大半が女性である。こういう女性中心の循環系の社会というのは環太平洋に広くあります。例えばニュージーランドのマオリ、これも循環系の世界を持っているわけです。先ほど申し上げたように、女性と循環ということです。

神道は稲作漁撈民の宗教

　図２が漢民族によって追い出された雲南省の苗族です。　品格のある顔をしているんです。漢民族もいい顔をしている人もいますけれども、少数民族の女性というのは実に品のいい顔をしています。そのＤＮＡ、先ほど申し上げた西のほうから、Ｍ８ａという特異な、現在の漢民族のご先祖になるような人がぱーっとやってくると、長江流域にいた人々がみんな追い出されるんです。そして、雲南省や貴州省へ海岸部の人々は台湾や日本へやって逃れてきた。それが我々に稲作漁撈をもたらしたわけです。そういう稲作漁撈民が森・里・海の水の循環系をきちんと守る。そして、海の魚を食べて、そして、川に水が流れている限り、我々はこの大地で営々と生き続けることができる。これはすばらしい世界観なわけです。

　皆さんはどうか知りませんが、今の大学の１、２年生に図３の棚田の写真を見せると、彼らは感動するんです。それほどに今の子供たちは環境という問題に対して非常に敏感になっています。ですから、この棚田を見た瞬間に、彼らは私が言わんとすることを直感的に感じるわけです。本来だったらこんな急傾斜なところに、どうしようもないところ、そこに、これはおじいさんの水田、お父さん、僕、孫、ひ孫と営々と自分のエネルギーを投入するんです。そして、この豊かな大地をつくっていく。そこに喜びを覚える。これは勤勉革命といいました。ヨーロッパが産業革命をやった時代に、日本は勤勉革命をやっていたのです。ヨーロッパでは機械化をやって、人口が増えると、どんどん家畜が増えるんです。日本は１８世紀以降、だんだんと森林資源が枯渇してくると、人口はどんどん増えるんです。でも、家畜を減らしていくんです。家畜を減らすということは、有畜農業ですから、畑を耕したり、水田を耕す家畜がいなくなる。そのかわりに自分のエネルギーを投入する。ヨーロッパは逆です。人口が増えれば家畜の頭数もどんどん増えていくんです。日本は全く逆なんです。大地の豊かさを守るために、大地に自分のエネルギーの投入する。それが労働なんです。大地の豊かさを再生させること、それが労働なんです。

　この稲作漁撈民の１つの宗教が神道です。天武天皇はまず最初に、日本人に肉を食うなと言ったんです。肉食禁止令というのを出した。これも珍しいです。人類の歴史の中で肉食を禁止した民族は２つあるんです。１つはインド人です。インド人は肉食をやめた。もう１つは日本人なのです。肉食禁止令というのを天武天皇がお出しになった。

古墳時代には、大陸から牧畜民がかなり来ているわけ。騎馬民族というのが来て、ミルクを飲んだり、あるいは牧という牧場もあったんです。ところが、天武天皇は、「そういうミルクを飲んだり、牧場をしたり、肉を食べるのはやめろ」とおっしゃった。そして、天武天皇がやられたことは、伊勢神宮を大事にされたことです。天武天皇はもちろん唐代の律令制を日本に導入し、日本よりも進んだ新しい政治・経済システムは導入したん人ですが、同時に日本人の伝統的な食と森と文化を守った。

　伝統的な日本人の心のコアになる日本の神道、伊勢神宮に式年遷宮というのをつくられたんです。式年遷宮というのは何かというと、私は三重県の出身なのでよくわかっているんですけれども、２０年に１回ずつ、内宮のお社(図４)を建て替え、移すのです。２０年に１回ずつやるんです。何てばかなことをやっている。しかも移すときに、２０年前と同じ方法で同じ大きさで造らなければいけないんです。決して大きくつくってはあかんのです。同じ方法で同じ大きさで、２０年ごとにつくっていくんです。何の発展もない。何とばかなことをやっていると、僕は小さいとき、思っていました。それを１,３００年、伊勢の人は淡々と繰り返してきたわけです。

　しかし、この地球環境問題が危機の時代になって、初めて僕は天武天皇の偉大さというのがわかりました。２０年ごとに、同じ方法で、同じサイズのものをつくり続けることができるというのは何という喜びですか。あと５０年後に現代文明は存在するかどうかわからないんです。２０２０年にも危機が来ると言われている。２０５０年には、デニス・メドウさんと私は、２０５０年―７０年には現代文明は崩壊するだろうと言っている。もう２０５０年や７０年には式年遷宮できるかどうかわからんとなったときに、初めて１,３００年間、美しい地球の中で生き続けることができることが何とすばらしいことか。そのことを天武天皇はちゃんと知っておられたということです。

右肩あがりを拒否

　天武天皇は右肩上がりを拒否された。そして、この美しい地球の中で、千年も万年も生き抜けるのがもっと大事だと。右肩上がりでどっと上がって、そして、１００年でどーんとすべてがなくなるのではなくて、千年も万年も美しい地球の中で、生きとし生ける者の命を守りながら生き続けることのほうがよほど大事だと。その思想は、先ほど申し上げた最澄さんの「山川草木国土悉皆成仏」に通じるわけです。人間の一番の幸せは、人間と家畜だけの世界ではない。この地球上にある命あるものとともに生きるということです。生きとし生けるものとともに生きるということが最高の幸せだと彼は説いているわけです。

　ですから、２１世紀の未来、確かな未来というのは懐かしい過去にあるんです、実は。バックキャスティングという方法があります。これはスウェーデンの人々が考え出した方法です。環境問題をやっている人がいっぱい宣伝しているんです。これは２０年後を想定するんです。２０年後にこうなるだろうという社会がある。それに向かって政治や社会、法律なんかを全部決めていって、今から対処していこう。これがはやりの方法です。

　ところが、我々には、すばらしい過去があるわけです。縄文、そして稲作漁撈、例えばオバマ大統領がグリーン・ニューディール政策というのをやった。核兵器の廃絶を言った。そんなことは、日本人は前から言ってきたことです。やっとアメリカ人が日本人のまねを始めたんです。やっと始めたんですよ。やっとわかってきたんです、日本人はすばらしいということが今、アメリカ人がわかってきたんです。その我々の持っているすばらしい過去。過去というのは実際に生きた経験ですから、体験した経験ですから、未来の頭の妄想の世界よりも、はるかに信頼性が高い。その生きた過去、そのすばらしい自然と人間の関係において、４０年前のすばらしい過去を未来に復活する。確かな未来は懐かしい過去に実はあるんです。そして、新しい未来への創造は伝統文化と風土、自分たちが生きた、祖先が営々と培ってきた伝統的な文化と日本列島のこの北海道から九州、沖縄までの美しい風土、そこにあるんです。アメリカの一神教の世界の文明、あるいはヨーロッパの文明にあるのではなくて、もうこれからの未来は、我々が生きてきた、我々の祖先が生きてきたこの美しい日本列島と、そこで築かれた伝統的な文化、歴史、そこから未来を生きる力を見つけなければいけない。

逆ビジョン

　兵庫県の豊岡で４０年前の世界を復活する。コウノトリを復活すると一生懸命やった。豊岡市長、中貝さんがやったんです。図５が４０年前の豊岡です。見えますか。ここにおばあさんがいるでしょう。たった４０年前に、コウノトリがこれだけいたわけです。それが全部絶滅してしまった。このおばあさんは今、生きているんです。もう８３ぐらいになっておられて、このおばあさん、これは後ろ姿があなたとよく似ているけれども、これはあなたと違いますかと言ったら、おばあさんは、「うん。そうやね。私とよく似てるようだけども、何せ４０年前のことやから、これがわしかどうか、ようわからん。しかし、この牛はうちの牛や」と言ったんです。そこに日本人の特色があるわけです。４０年前の牛であっても、これはうちの牛やと覚えているわけです。何でか。角が曲がっているからです。それをちゃんと覚えている。それが日本人の命に対する、生きとし生けるものの命に対する思い入れなんです。

　だから、その豊岡市に住んでいる子供はみんな元気ですよ。ここにコウノトリがいて、子供たちが元気に、ほんとにうつになる子も１人もいない。みんな元気がいいですね。コウノトリと一緒に暮らしている。豊岡のある子供の親御さんが離婚するようになった。そうしたら、子供が何と言ったかというと、コウノトリというのは、一たんつがいになったら一生添い遂げるわけです。それを子供たちはみんな知っている。そうしたら、コウノトリでさえ親子、家族を大事にするのに、うちの家族はどうして離婚するんだと子供が言った。それで、その親御さんは離婚するのをやめたという有名な話があるぐらいに、子供たちの教育にいかに大きな影響を果たしているか。

　ですから、都市と農山漁村の子供の交流、これも重要です。東京にいる子供がまず農山漁村に行く。そして、そこで生活する。体験する。だって、東京の子供はこんなコウノトリなんか見たことないんですよ。こういうものを毎日見て育っている子供とそうでない子供では大きな落差が出る。田舎の子供は東京のまちを知りませんから、田舎の子供は東京へ連れてきて、都市と田舎の農村の交流を積極的に進めるということ。

　総務省では、限界集落の再生とか、いろいろすばらしいことを今、計画されております。その中で、もう１つだけ、稲作漁撈社会の陸上の地域再生の問題は大分うまくいっているんですけれども、海の再生が大分まだ進んでいないんじゃないか。実は日本海、稲作漁撈民は魚を食べないと生きていけない。ところが、海藻のない砂漠になっているわけです。昔は海藻がいっぱいあったんです。陸上の森の保存だけではない。海の森の保存が大事なんです。

　それをするにはどうしたらいいか。今までは、海流の変化だとか、海水温の上昇、あるいはウニが食っているという意見もあったんです。あるいは大河川の河川水や砂泥が流入して、あるいは汚染物質が流入して、海の森がなくなったというようなことがあったんですけれども、それを救済する１つである海の中の水分の中の鉄の濃度が減少している。今まで我々は、魚付林というのがあって、魚がたくさんいるところは森のそばなんです。何で森のそばに魚がたくさん生息しているのか。気仙沼の畠山重篤先生『森は海の恋人』は、カキの森をつくった。気仙沼が汚くなったので、気仙沼に植林をしたわけです。植林をすると海がきれいになって、カキがどんどんとれ出した。おかしいな。でも、その原因はよくわからなかったんです。

　最近、そのメカニズムがやっとわかってきた。そこにはフミン酸鉄という鉄分が深くかかわっているというのがわかった。森の林床、下草、そこでフミン酸鉄がつくられるんです。それが水田を通して海に流れていく。その海には鉄分がないんです。フミン酸鉄を海に埋めてやると実は磯焼けがまたたく間に改善するということが、新日鉄篠上雄彦氏らによって明らかになってきたのです。新日鉄で大量の製鋼のスラグができるわけです。これと人工の腐食土をまぜ合わせてフミン酸鉄というものを出せるようなものをつくって、これを海に埋めます。今、北海道の増毛であるとか、あるいは噴火湾沿岸でいろいろやっているんですけれども、そうすると、鉄鋼スラグと腐食土をまぜたものを海の底に埋めます。埋めると半年後に図６のように昆布が生育してきます。ほとんど今まで昆布のなかった磯焼けにこういうフミン酸鉄を追加しただけで、このような磯焼けが改善するんです。

　ですから、限界集落の再生、陸上の地域の再生、どうしても人間は地域の再生というと陸地のことばかりに目が行く。これは皆さんも既に多くの試みがなされているんですけど、森・里・海です。稲作漁撈民にとって大事なことは森と里と海、これが水の循環でつながっている。これをきちんと維持しなきゃいけない。だから、幾ら森だけをやってもいけないし、水田だけをやってもいけない。海もやってもらいたい。海の再生ということが２１世紀の地域再生にとってとても重要なことだということです。

　
市場原理主義を生み出した畑作牧畜民の森の破壊の航跡
　今まで我々が考えた文明というのはメソポタミア文明から始まるんです。図７，８がメソポタミア文明の発展した大地です。６,０００年前とか、７,０００年前の遺跡がテルとして丘状に残っていますが、どこにも森がないでしょう。図９は肥沃な三日月地帯という、高等学校の世界史で勉強された文明が発祥したところです。木一本どころか、水一滴流れていない。しかし、ここに１万年前まで森があったんです。これが私の専門なんですけれども、花粉分析という方法を使って、花粉の化石を使うと過去にどんな森があったかわかるわけです。　図１０の花粉分析結果は肥沃な三日月地帯のシリア北西部のガーブバレイの花粉分析の結果ですが、１万年前には落葉のナラの広大な森があったことが明らかになっています。それを過去１万年の間に全部、あそこまで破壊してしまった。
なにが森を破壊したのかというと、それは羊とかヤギなんです。たんぱく質に何を食べるかということが森の破壊とふかくかかわっていたのです。天武天皇が肉を食うなと言って肉食禁止令をだされました。肉を食わなかったから、日本の森は７０％、今残っているんです。もし我々が肉をどんどん食べて、羊やヤギを飼っていたら、もうとっくの昔に日本の森の島はなくなっています。

羊はメエメエとかわいく鳴いているけど、森の破壊者なのです。朝昼晩休むことなく草を食い続けて森の再生を不可能にしている。ヤギはもっとひどいんです。ヤギはしゃくり顎なので、草を根こそぎ食うんです。ヤギというのは木に登って若芽を食いますから、もっとえげつない。

　図１１はギリシャです。ギリシャというのは、実ははげ山の国だと思っていました。ところが、ギリシャ文明が繁栄した時代には深い森があったんです。図１１の左下はミケーネ遺跡という遺跡なんですけれども、背後のイリアス山ははげ山です。ここには水一滴流れていないんです。こんなところでよく生活したなと思うけど、実は文明が繁栄した時代には、イリアス山は深い森に覆われていて、そこからこんこんと水が流れていたわけです。それを全部破壊してしまった。
図１２はアテネの郊外のテーベの文明の繁栄したところのコパイ湖という湖の花粉分析結果なんですけれども、ギリシャ文明が繁栄した時代には、深い森があったことがはっきり示されています。その森を全部、今のように破壊してしまった。
『イリアス』、『オデッセイア』という詩があるでしょう。皆様も読まれたと思う。島に住んでいる人間が何が一番おいしいかと議論しているわけです。そうすると、おいしいワインと小羊の肉を食べるのが一番いい。島に住んでおるんだから、魚を食べるのが一番おいしいと思うのかともっていたら、そうじゃないんです。小羊の肉が最高の御馳走なのです。こんな島に羊とヤギを放牧したら、またたく間に森はなくなるわけです。

　ところが、我々はこの青い美しいエーゲ海にあこがれてきた。僕も若いころはあこがれて、この研究をやったわけです。図１３は１９８０年に撮った写真ですけれども、この美しい地中海、青い海。でも、この海岸には海藻一つ落ちていないんです。この海岸にある命はヨーロッパ人の肉体だけですね。あとは、命が何もないんです。海岸の白い点々がありますでしょう。これは貝殻だと日本人なら最初思う。でもみんな石ころです。この海岸で泳いでいても、クラゲに刺されることはないし、海藻が足に引っかかることもないんです。それは海が死んでいるからなのです。なぜ海が死んだか。先ほど申し上げたように、森を全部、破壊してしまったから、森の栄養分が海に流れなくなって、海が死んでしまったです。だから、地中海は青いんです。

　日本の海は深い緑色をしている。あれは森の色なんです。大量のプランクトンがいる豊かな海なのです。何で地中海は青いのか。それはプランクトンがいないから青いんです。死んダ海なのです。それを我々は、文明だ、文明の原点はギリシャ文明だなんて言って、あこがれてきたわけです。いかに大きな誤りだったかとわかる。
　だから、イエスがお生まれになったときには、もう既に森はなかったわけです。あのイスラエルの地は、５,０００年前に森は消滅していますから、彼らは石に祈るるしかない。我々は何と幸せか。大木にしめ縄を巻いて祈ることができるんですよ。命あるものに向かって祈ることができる。この人たちは命あるものに向かって祈れないんです。石に向かってしか祈れないんですから（図１４）。

　そして、１２世紀、この地中海文明が崩壊した後、文明の中心地はアルプス以北のヨーロッパへ移動します。アルプス以北には、シーザーが『ガリア戦記』に、「６０日間歩いても森の中の端に到達できない巨大な森がある」と書いているように、巨大な森がありました。ところが、１２世紀以降、大開墾が始まると、たった５００年でイギリスの森の９０％、ドイツの森の７０％、スイスの森の９０％が破壊されるのです。そして、その森が徹底的に破壊されたときに、あのマルサスの『人口論』が生まれた。市場原理主義が生まれた。　市場原理主義というのは、森を破壊する文明の原理なんです。それをうれしそうに導入した。そのていたらくがこれなんです。いかに我々がばかなことをやったかというのがよくわかるでしょう。

　その市場原理主義を発展させたアメリカ。アメリカは１６２０年までは森の国だったんです。図１５の赤い部分が森の部分です。アメリカの北西部には、直径３０メートルとかあるようなセコイヤの巨木があったわけです。僕ら小学校のときには、そこにトンネルを掘ってトラックを通した写真を見ました。小学校生のとき、それを見て、何とアメリカというのはすごい国だと。日本人だったら、そんな巨木はしめ縄を巻いて拝んでいるだけなのに、アメリカは進んでいるなと思ったことがありますけれども、そういう国ですから、アングロサクソンがアメリカに渡ってからたった３００年で、アメリカの森の８０％が破壊されたのです。いかに激しい森の破壊が起こったかということです。

　もっとひどいのは中国です。中国は、漢民族がやってくる４,０００年前までは国土の９５％が森で覆われていた。それが漢民族がやってくると、またたく間に森はなくなっていって、そして、図１６のような黄土平原が生まれた。漢民族もアングロサクソンも、ともに森を守るという意識はほんの一かけらもない民族です。その民族とこれから我々は対当していかなきゃいけない。

国土をどう防衛するかが政治家と官僚の責務

既に中国人が森を買いに来ている。とくに水源林を狙っている。表に出ませんけれども、三重県の大台ヶ原の下流の森を中国人が買ったんです。何で買ったか。それは山持ちの人が相続税を払えなくて売ったわけです。何でこんな森かと思ったら、実はその上流にある大台ヶ原が水が目当てなんです。大台ヶ原というのは、日本で最高に雨が降るところでしょう。その水が目当てなんです。もう既に中国は水で危機に直面することをちゃんと知っていますから、彼らは森よりも水を買いに来ているわけです。

　釧路空港の近くの６０００町歩をロシア人が買ったんです。地元の人はロシア人に売ったと言っているんです。でも、僕らはそれを番組にしようと思って、一生懸命調べた。結局、転売に転売をして、最後は東京の不動産屋さんが持っているんです。一文の値打ちもないような原野です。それを何でこの東京の人が持っているのか。もちろん千葉県のゴルフ場の３分の１は韓国人がすでに買っている。これはご存じでしょう。

対馬の土地が韓国人によって買占められていることはご存じですよね。埼玉の公務員研修のときに防衛庁と海上保安庁の人がいらっしゃいましたが、その事実を把握されているのは制服組みの人一人しかいませんでした。

それで言って、やっと産経新聞が取り上げたんです。
　今、北海道に行っても、中国人の観光客がいっぱいです。ようこそ日本で、どんどん来てもらうことはいいことなんだけれども、いつの間にか日本が買い占められているということは恐ろしいことです。
農地は買えないんです。でも、林野は野放図。その林野こそが水源林で今、最も重要です。これを守る。どうしたらいいか。それは、もちろん法律をつくってもらいたいと僕は大臣に何回も言っているんだけど、それと同時に、地域の価値を上げるということです。　地域の土地の値段、経済価値が上がれば、そうおいそれと外国からは買いに来れないでしょう。東京のビルの５つや６つ、売れてもいいんです。でも、日本の水源林が外国に買われたら、日本はもう終わりです。中国人や台湾人、香港の人が必ず買いに来ます。アメリカ人がよかったのは、日本に基地は造ったけれど、そういうものを買いに来ようとすることがなかったことです。それはアメリカに感謝しなければいけない。

日本人を日本人たらしめているのは日本の国土なんですから、この国土が外国人の手に渡ったら、我々はもう絶滅するしかないんです。そのためにこそ、地域を元気にする。外国人の手に渡らないように、地域の価値を上げるということが最も大事だと思います。

　これで終わりたいと思います。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
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